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4．抗甲状腺癌モノクローナル抗体による免疫イメージ

　　ング（第3報）

　　－igM型モノクローナル抗体の精製一
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　甲状腺乳頭状腺癌の膜蛋白抗原に対するIgM型モノ

クローナル抗体（KTC－3）を，　Hybridoma培養上澄みよ

リ，抗体活性を保ちかつ高純度で精製するために，抗マウ

スIgMヤギIgGをリガンドしたAffinity　columnを作

製し，これを用いてIgMを精製した．　Euglobulin分画

法と比較して，本法はマウスIgMの純度は50％を超え，

前者の8％と比較して良好な結果を得た．また抗体活性

をCcll　ELISA（ABC法）で調べたが，抗体活性は十分

保たれていた．また精製を容易にするため低血清培地で

も育つようにHybridomaをトレーニングしたが，　FBS

l％，γ一gl．　free　FBS　O．5％での培養iが可能であった．

5．1231・II　IPによる悪性黒色腫診断に関する基礎的検

　　討（機序を中心として）
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　1231－IMPは，悪性黒色腫に集積する可能性が示唆さ

れるため，動物モデルを用いて基礎的検討した．各種腫

瘍モデルおよび炎症モデルを対象としてImageおよび

体内分布を試みた．また機序解明のためにin　vivoおよ

びinvitroにて腫瘍モデル（B－16メラノーマ）を用いて

検討した．1　L’　31－IMPは，　B－16メラノーマのみならず，

Lewk肺癌にも良好な腫瘍集積性を示した．また良好な

腫瘍対血液比が得られた．しかしながら，テレビン油誘

発炎症部位にも集積を認めた．1231・IMPの腫瘍集積機

序にLしては，in　vivoおよびin　vitl’oの阻害実験から

非特異的結合が考えられた．

6．1231－IMPによる悪性黒色腫診断に関する臨床的

　　経験
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　1231－IMPの悪性黒色腫に関する基礎的検討からも，

1231－IMPが臨床的に悪性黒色腫に集積する可能性が示

唆されるため，今回悪性黒色腫患者6例について検討し

た．対象とした男性4例，女性2例について，1231－IMP

を3　mCi投与し，静注後30分，3時間後に撮像を行った．

6例中4例に陽性像として描画することが可能であった．

病巣が2cm以上である症例4例は，全例陽性であった．

しかし，病巣が1cm程度の症例では，描出することが

できなかった．2cm以上の悪性黒色腫の病巣は，1231－

IMPで検出可能であると考えられた．

7．1111n標識抗メラノーマモノクローナル抗体（ZME

　　O18）の臨床経験
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　米国H＞’britech社製の1111n標識抗メラノーマモノク

ローナル抗体（ZMEO18）をテイジン経由で入手し使用

する機会を得たので報告する．

　標識率は約92％であり，非結合111inは投与4時間

以内に尿中排泄された．以後尿中排泄は1日平均2．4％

IDであった．全身の有効半減期は2．5日で，血中半減

期早い相3時間，遅い相2．3日であった．血中放射能の

大部分はIgGに認められたが，1日平均3％IDがトラ

ンスフェリンへ移行した．病巣検出率は67Gaが5／7，

71％であったのに対し，本抗体は4／7，57％であった．

　今後症例を追加して検討する予定である．
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